
※ ご来場時は展示室１前の受付にお越しください。
※ アンケートをお配りしていますので、ご協力をお願いします。
※ 当日クロークのご用意がございません。貴重品はご自身で管理

をお願いします。

【会場のご注意事項・ご案内】
※ ゴミは各自でお持ち帰りください。
※ 会場内は全館禁煙となります。
※ 本交流会はマスコミオープンです。
※ 会場内で撮影した映像・写真は公開される可能性があります。



タイムスケジュール







「企業による復興事業事例」 顕彰式
「続く挑戦 つなぐ未来へ 岩手・宮城・福島の産業復興事例30」

13:10-13:40

被災地の事業者による新たな挑戦や課題の克服の取組をまとめた「続く挑戦 つなぐ未来へ 岩手・宮
城・福島の産業復興事例30」から、特に産業復興のモデルとなることが期待される事例を顕彰します。

受賞者

被災事業者の再生の道しるべとするため、復興庁では平成24年度より、被災地
企業の先導的・創造的な事例を収集した「企業による復興事業事例集」を作成
しています。平成29年度は、被災三県から、「今だから話せる成功の舞台裏」、
「被災地外から進出事例」、「海外への挑戦」、「事業承継の成功事例」、
「革新的スタートアップ」の5カテゴリから合計30社掲載しています。

「 続く挑戦つなぐ未来へ 岩手・宮城・福島の産業復興事例30」とは
※こちらの事例集は交流会会場で配布しています。

アンフィニ株式会社
(太陽電池モジュール製造)

福島県楢葉町－被災地外からの進出

代表取締役 親川 智行 氏

NPO法人 りくカフェ
(飲食店業)

岩手県陸前高田市－革新的スタートアップ事例

代表理事 鵜浦 章 氏
五十集屋は大粒の岩手のホタテを、高級
食材として台湾、香港へ輸出。水温・室
温、水質などを厳重に管理しているため、
他県産より消費期限を１日長く設定する
ことができ、アジアへの輸出を可能にした。

震災直後、「陸前高田には人が集まる場所
が必要」というコンセプトから、りくカフェは生ま
れた。誰もが楽しく集える場として、また、健
康と生きがいづくりの場として機能している。

大阪に本社を置くアンフィニは、2017年に
福島県楢葉町に、太陽電池モジュールを
生産する工場を新設した。新工場では「福
島プライド」を掲げ、高品質で高効率の製
品づくり、地元の人材の採用、人材教育を
積極的に行っている。

郡山観光交通株式会社
(タクシー業等)
福島県郡山市－事業承継の成功事例

代表取締役 山口 松之進 氏

郡山観光交通は、タクシー業を軸に事
業を多角化。グループ会社の高齢者向
け旅行会社「孫の手トラベル」は、自社
保有のキッチンカーを使った「ブランド野菜
を畑で味わう旅」をはじめ、ユニークな商
品でリピーターを獲得している。

株式会社 かね久
(パン粉の食品加工業等)

宮城県多賀城市－事業承継の成功事例

代表取締役 遠藤 伸太郎氏
かね久は、パン粉の販売を主力とする食
品卸売の金久商店を事業譲渡で引き継
いだ。古代米など地域の食材の販売や
PR、新商品開発に取り組むとともに、生
産者とのネットワークづくりや販路拡大など
も推進している。

株式会社マルキン
(銀サケの養殖・販売等)

宮城県女川町－事業承継の成功事例

代表取締役 鈴木 欣一郎 氏
自社の銀サケを「銀王」と名づけ、ブランド
力アップや販路拡大に積極的に取り組ん
でいる。漁業のPRや後継者育成にも力
を注いでいる。

株式会社 五十集屋
(ホタテの加工・卸売業)

岩手県大船渡市－海外への挑戦

代表取締役 野田 修一 氏

い さ ば や



ミニプレゼンテーション① 13:45-14:15

発表者

ミニプレゼンテーション② 15:55-16:25

発表者

■「新しい東北」復興・創生顕彰受賞者
・釜石○○会議実行委員会 幹事 古賀 郁美 氏
・愛さんさんグループ 代表取締役 小尾 勝吉 氏
・観光チーム気仙沼 リーダー 廣野 一誠 氏
・きっかけ食堂 代表 奥田 晴香 氏

■企業による復興事業事例顕彰 受賞者
・株式会社五十集屋 代表取締役 野田 修一 氏
・株式会社かね久 代表取締役 遠藤 伸太郎 氏
・アンフィニ株式会社 福島工場 製造部 次長 小倉 英之 氏

■「新しい東北」復興ビジネスコンテスト 受賞者
・漆とロック株式会社 代表取締役 貝沼 航 氏
・福島県立相馬農業高等学校 食品科学科 2年 西郡 愛実 氏

■「新しい東北」復興・創生顕彰 受賞者
・一般社団法人大船渡津波伝承館 理事長兼館長 齊藤 賢治 氏
・特定非営利活動法人遠野まごころネット 理事 多田 一彦 氏
・一般社団法人日本カーシェアリング協会 代表理事 吉澤 武彦 氏

広報担当 石渡 賢大 氏
・特定非営利活動法人ザ・ピープル 理事長 吉田 恵美子 氏
・味の素株式会社グローバルコミュニケーション部 CSRグループ
CSRグループ長 長谷川 泰伸 氏

■企業による復興事業事例顕彰 受賞者
・NPO法人りくカフェ 代表理事 鵜浦 章 氏
・郡山観光交通株式会社 代表取締役 山口 松之進 氏

■「新しい東北」復興ビジネスコンテスト 受賞者
・企業組合八幡平地熱活用プロジェクト 代表理事 船橋 慶延 氏
・合同会社岩手野生動物研究所 代表社員 西 千秋 氏



14:20-14:45

発表者

企業と地域の新しい可能性
プレゼンテーション

■宮城県女川町と進める、トライセクターでの「健康な町づくり」

■みらいのふるさとをつくるために

ロート製薬株式会社では、特定非営利活動法人アスヘノキボウと女川町と協力
しながら、町民の健康意識を高め、地域に活気溢れる、健康な女川町の実現に
向けた取組を進めています。トライセクターでの「健康な町づくり」に向けた取組につ
いてご紹介いただきます。

阿部 真 氏
(ロート製薬株式会社 広報・CSV推進部 地域連携室)

大学卒業後、2010年4月ロート製薬株式会社に
入社。東京でのドラッグストア営業、大阪本社・三重
工場で人事として採用・研修・制度設計などに携
わった後に、2015年6月より現職。宮城県石巻市・
女川町を中心に活動しながら、本プロジェクトの企
画・運営に関わっている。

株式会社NTTドコモは東日本大震災発生後から現在に至るまで、岩手・宮城・
福島の被災地域における新しい産業やコミュニティづくりなど地域の社会課題解
決に取り組んできました。ドコモがなぜ被災地の課題解決に今も取り組み続けて
いるのか、「みらいのふるさとをつくるため」に行っている取組の一部をご紹介いただ
きます。

発表者

福井 克彦 氏
(株式会社NTTドコモ 東北復興新生支援室 担当部長)

1985年日本電信電話株式会社入社。ソフトウエア
開発と法人営業に従事。1992年よりＮＴＴ移動通
信網株式会社（現株式会社ＮＴＴドコモ）に転籍。
移動通信用交換機開発に従事後、主に情報システ
ム部門で顧客システム（ALADIN）の開発、料金シ
ステム開発運用等に従事。2007年よりドコモ東北情
報システム部長、情報セキュリティ部長、法人営業Ｓ
Ｅ部門部長を歴任。東日本大震災時には法人営業
ＳＥ部門部長として被災3県へのサポートを実施。
2011年ドコモ秋田支店長に就任。2015年本社メ
ディカルＩＣＴ推進室担当部長を経て現職に至る。



14:50-15:50

「地域づくりハンズオン支援事業」の取組を例として、相互理解や対話によ
る「関係性づくり」を成果につなげる手法やこれからの地域づくりについて
議論します。
パネリスト

「成功の循環モデル」から考えるこれからの地域づくり
パネルディスカッション

■福島県国見町

■宮城県丸森町

八島 章 氏
（国見町企画情報課総合政策室 主任主査兼総合政策室長）

福島県国見町生まれ国見町育ち。高校卒業後にアメリカに留
学し、多様性や対話の大切さを肌で学ぶ。帰国後に国見町役
場に入庁。昨年からは企画情報課で総合政策室長として、国
見町の将来を考える日々を過ごす。

小林 味愛 氏
（株式会社BOLBOP／株式会社陽と人 代表取締役）

東京都出身。国家公務員、民間企業勤務を経て、福島県国
見町へ移住。現在は、福島県で農産物の流通や6次化商品
開発を行うとともに復興庁地域づくりハンズオン支援事業のコー
ディネーター等地域づくり関連業務も担う。

吉澤 武志 氏
（筆甫地区振興連絡協議会 事務局長）

仙台市出身。宮城県丸森町筆甫において住民全員で構成さ
れる住民自治組織「筆甫地区振興連絡協議会」の事務局長と
して、住民や行政、地区外の協力者などとともに地域の復興事
業や課題解決事業に取り組む。

山本 慎一郎 氏
（一般社団法人RCF）

国土交通省及び外務省等を経て、2013年より(一社)RCF復
興支援チーム（現RCF）に参画。多くの復興プロジェクトを担
当するほか、複数の市町村のアドバイザーを兼務。茨城大学社
会連携センター顧問。 （写真：宮田 昌彦氏）





16:30-17:00

東北の事業型NPOの課題や今後のビジョンについて、復興に携わる専門家の
ディスカッションを通じて探ります。

パネリスト

事業型NPOのアクション・プラン

ディスカッション

渡辺 一馬 氏
（一般社団法人ワカツク 代表理事）
宮城県出身。2001年大学卒業と同時に起業。
2005年より実践型インターンシップの運営などを通
じ、東北各地の若者たちの「問題解決」への挑戦を
支援、「若者が成長できる東北」を目指している。

高橋 由佳 氏
（認定NPO法人Switch 理事長）
2011年NPO法人Switchを設立。こころに不調を
抱えた思春期・青年期の就労支援を中心とした活
動を展開する。2013年石巻での事業をスタート、
特に農業・漁業を通じた中間的就労も展開する。
2017年には一般社団法人イシノマキ・ファームを
石巻市北上町に設立。ソーシャルファームを理念と
した農業の担い手育成を行い、共生できる社会の
実現に向けて活動を展開している。

藤沢 烈 氏
（一般社団法人RCF 代表理事）
マッキンゼーを経て独立後、2011年にRCF復興支
援チーム（現：RCF）設立。「社会事業コーディ
ネーター」として企業や省庁・自治体と共に復興や
社会課題解決事業のビジョン形成、事業推進に
取り組んでいる。

（一社）ワカツク・（公財）地域創造基金さなぶり・認定NPO 法
人Switchの3者によるプロジェクトチームが作成した、「東北事業型
NPOの未来に向けた提言」を会場で配付します。






